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同軸ケーブルの特性インピーダンスの計算 

 

同軸ケーブル 

 

Cの計算 
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Lの計算 
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【参考(発展)：複素関数を利用した Cの計算】 

 

対数関数 zw log= を考える。 
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右図の平行平板コンデンサの静電容量 
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（ただし、写像しても Cは変化しないと仮定。→本当は証明しなければならない） 
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